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Iバス踏線に還い交通不便地帯の高儲者や農村部の公共交通、：
一乗合タクシー存続の請誦と付帯決議を交通会議で議繭を! I 
： 「各地区から協同病院までの料金調査を実施しましょう」 」

「
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク

シ
ー
の
存
続
と
制
度
拡
充

を
求
め
る
請
願
」
は
議
案

審
査
特
別
委
員
会
で
賛
成

5
名
で
否
決
さ
れ
ま
し
た

が
、
本
会
議
で
「
来
栖
議

員
」
か
ら
趣
旨
採
択
の
動

議
が
出
さ
れ
、
賛
成
8
名

で
可
決
に
至
り
ま
し
た
。

事
業
存
続
を
求
め
る
付
帯

決
議
は
全
会
一
致
で
議
会

の
総
意
と
し
て
議
決
さ
れ

ま
し
た
。
交
通
会
議
の
長

で
あ
る
市
長
は
、
こ
れ
を

市
政
の
緊
急
の
重
大
課
題

と
し
て
受
け
止
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

局
の
槌
田
政
策
経
営
課
長

が
即
座
に
発
言
、
「
議
決

は
趣
旨
採
択
。
デ
マ
ン
ド

型
乗
合
タ
ク
シ
ー
は
委
員

の
皆
様
の
ご
意
見
を
尊
重

し
、
廃
止
に
向
け
て
進
め

て
お
り
ま
す
。
そ
れ
に
代

わ
る
事
業
と
し
て
タ
ク

シ
ー
利
用
助
成
事
業
を
は

じ
め
、
様
々
な
方
法
を
研

究
し
て
い
る
の
で
ご
理
解

を
賜
わ
り
た
い
。」
と
発

言
。
又
議
会
の
総
意
と

な
っ
た
付
帯
決
議
の
説
明

も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

議
長
（
坪
井
市
長
）
は、

責
に
発
言
を
求
め
る
こ

と
な
く
、
一
方
的
に
交
通

会
議
を
閉
じ
ま
し
た
。

6
月
25
日
に
開
催
さ
れ

た
交
通
会
議
、
県
の
政
策

企
画
部
交
通
政
策
課
長
代
【
6
月
議
会
】
バ
ス
路
線

理
酒
井
委
員
は
「
デ
マ
ン
の
現
状
に
つ
い
て
質
問
し

ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
に
関
ま
し
た
。

す
る
請
願
が
市
議
会
で
採

択
さ
れ
た
と
伺
い
ま
し
た
【
市
長
公
室
長
答
弁
】

が
交
通
会
議
に
お
い
て
今

「
現
行
バ
ス
路
線
は
、
か

後
の
方
針
な
ど
を
方
針
な

す
み
が
う
ら
地
区
が
国
道

ど
を
示
す
よ
う
な
こ
と
は

3
5
4
行
方
土
浦
間
の
路

考
え
て
い
ま
す
か
。」
と

一
線
の
1
路
線
、
千
代
田
地

発
言
さ
れ
ま
し

勾

区
は
国
道
6
号
路
線

・
神

あ
ろ
う
こ
と
か
、
事
務

立
駅
大
塚
団
地
土
浦
駅
間

冒
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ロ
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一
か
す
み
が
う
ら
市
長
坪
井
透
様

2
0
1
9年
7
月
9
日

た

一

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
制
度
の
存
続
を
璽
望
し
ま
す

しま

乗
合
タ
ク
シ
ー
を
考
え
る
市
民
の
会
代
表
石
井
ヒ
ロ
江

して

川

市
内
大
和
田
6
2
6_3
8
運
絡
先

0
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.
-
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れさ行

一

貴
職
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
、
市
民
生
活
向
上
に
日
夜

運

一
ご
奮
闘
い
た
だ
き
、
謝
意
を
申
し
上
げ
ま
す
。

が

さ
て
、
私
共
は
、
今
年
度
第
2
回
定
例
会
に
際
し
、

5
月
虹
日
に
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
あ
一

叫

「
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
存
続
と
制
度
拡
充
を
求
め
る
請

ノ

す

川

ク

で

皿

じ
さ
い
号
の
廃
止
経
過
を

｀`

質
問
。

夕

。
き

一
願
」
を
2
9
8
3筆
の
賛
同
署
名
を
添
え
て
議
会
事
務
局
に
提
出
し

合
す

ベ

一
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
、

乗
ま
す

＇一
①

「
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
」
を
存
続
す
る
こ
と
。

て
れ
を

【
市
長
公
室
長
答
弁
】

じ
さ

討

一
②
霞
ヶ
浦
地
区
と
千
代
田
地
区
の
地
域
区
分
を
外
し
、
市
内
を
一

体

う
止
検

川

「
合
併
前
旧
霞
ヶ
浦
地
区

を
運
行
し
て
い
た
通
称
あ
ろ
廃
の

[

的
に
稼
慟
す
る
こ
と

o

皿
③
1
回
の
乗
車
運
賃
を
現
行

(
4
0
0
円
・
2
0
0
円
）
か
ら
か
け

か
が

関

一

、＿

機

一

じ
さ
い
号
を
も
と
に
合
併

ノ
通

一

離
れ
た
も
の
に
し
な
い
こ
と
。

後
の
両
地
域
の
一
体
性
の
は
‘
‘

一
④
稼
働
時
間
の
拡
幅
（
特
に
朝
の
時
間
帯
）
を
図
る
こ
と
。

行
ク
交

運
夕
、

＂

早
期
確
立
と
あ
じ
さ
い
館

等
公
共
施
設
へ
の
ア
ク
セ
の
合
せ

一
と
い
う
も
の
で
す
。
本
市
が
「
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
を
今
年

ス
確
保
を
目
的
に
、

霞
ヶ

心

碩

瞑

一
度
末
で
廃
止
す
る
」
と
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
あ
え
て
こ
の
請

浦
地
区
7
コ
ー
ス
、
千
代
ル
帯
存

一
願
を
行
っ
た
の
は
、
私
た
ち
の
会
に
「
廃
止
は
困
る
」
「
何
と
か
存

一
続
し
て
ほ
し
い
」
「
こ
れ
が
唯
一
の
外
出
手
段
」
と
の
声
が
多
数
寄

ト
地
を

ャ
便
＿

田
地
区
3
コ
ー
ス
の
計
10

コ
ー
ス
を
、

31人
乗
り
ノ
シ
不
シ

一
せ
ら
れ
、
こ
れ
は
会
と
し
て
も
多
く
の
方
に
訴
え
る
必
然
社

i

を
感
じ

一
た
か
ら
で
す
。
貴
職
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ぜ
ひ
と
も
署
名
に
託
さ

と
通
ク

皿

＿
交
タ

ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
2
台
で

平
成
18年
10月
か
ら
運
行
。
シ
・
合

一
れ
た
3
2
0
0人
を
超
え
る
方
々
の
切
な
る
思
い
を
お
受
け
止
め
戴

叫
き
た
く
思
い
ま
す
。

ク
部
乗

一

夕
村
、

川

そ
の
後
、
平
成
21年
3
―
合
農
め

一

そ
し
て
、
議
会
最
終
日

(
6
月
19
日
）
の
本
会
議
に
お
い
て
、
本

、

一
請
願
は
「
趣
旨
採
択
」
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
「
趣
旨
採
択
」
に

月
の
霞
ヶ
浦
地
区
の
路
線

乗

止
の
区
け

＂

バ
ス
の
廃
止
に
伴
い
、
平

替
地
受

一
は
、
下
記
付
帯
条
件
が
全
会
一
致
で
決
議
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち

こ，

一
は
、
こ
の
内
容
を
真
摯
に
受
け
止
め
な
が
ら
も
、
こ
れ
を
決
議
の
ま

代
い

止

遠

摯

成
22年
10月
か
ら
導
入
の

一
ま
に
終
わ
ら
せ
る
こ
と
な
く
、
貴
職
が
こ
の
付
帯
条
件
を
踏
ま
え
ら

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク

廃

の
真

)

[
れ
‘
市
の
廃
止
方
針
を
見
直
す
方
向
で
、
最
大
限
の
ご
尽
力
を
い
た

の
で
は

号

ま

政

シ
ー
、

土
浦
駅
シ
ャ
ト
レ

い
線

行

一
だ
け
ま
す
よ
う
、
切
に
要
望
す
る
次
第
で
す
。
今
後
2
カ
月
以
内
の

バ
ス
、
市
内
観
光
シ
ャ
ト

一
間
に
お
け
る
当
会
と
の
懇
談
の
場
で
の
ご
回
答
を
要
望
し
ま
す
。

ル
バ
ス
と
い
う
体
系
へ
移
さ

路
を

じ
ス
願

＂
i

発
行
乗
合
タ
ク
シ
ー
を
考
え
る
市
民
の
会

行
を
さ
れ
た
も
の
で
ご
ざ

あ
バ
請

＂

い
ま
す
。」
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の
路
線
含
む
5
系
統
の
バ

ス
路
線
が
運
行
中
。
」
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8月14日

観光帆引き船

35年間の功労者

船長の金子允志氏

ご逝去

「霞允志道清居士」

歩
崎
観
音
大
祭
が
開
か

一
を
P
R
、
郷
士
の
良
さ
を

れ
ま
し
た
。

一
見
つ
め
な
お
し
、
地
場
産

航
行
の
安
全
と
安
産
家
業
の
発
展
に
寄
与
す
る
の

内
安
全
が
祈
願
さ
れ
ま
し
が
ね
ら
い
、
観
光
協
会
、

た
。

商
工
会
、
水
産
加
工
協
同

昭
和
六
三
年
、
第
1
回
組
合
な
ど
一
五
団
体
で
構

あ

ゆ

み

祭

り

成

さ

れ

た

実

行

雨

委

員

会

（出
島
村
史
詩
か
ら
）
が
主
催
。
八
0
0
0人
が

「
歩
崎
公
園
を
会
場
に
開
参
加
。
観
音
大
祭
の
後
に

か
れ
た
。
広
く
村
の
観
光

一
開
か
れ
た
祭
り
は
三
0
年

ヽ•一
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昭
和
五
八
年
か
ら

I
I

—
土

三
五
岳
、
観
光
帆
引

ー
—

[•
一‘、一

’̀ 

き
船
出
島
丸

（写
真

．．． 

下
）
の
操
船
に
一
貫
し

．．．． 
，．’[
．．．
．．．．
 

も

•5 

•• 
f
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尽
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さ
れ
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船
長
と
し
て
誓
船
の

＼

ヽ
沖
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5
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お
供
え
餅
を
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供
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金
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さ
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上
）
観
光
帆
引
き
船
の

:
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．
 

．ヽ
で

功
労
者
金
子
船
長
の
ご

．．
．＼

冥
福
を
お
祈
り
い
た
し

、ヽ
‘ゞ
.
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ヽ

ま
す
。

I~-~--
の
歴
史
を
持
つ
。

盆
踊
り
大
会
や
昔
な
が

ら
の
囃
子
船
や
帆
引
き
船
、

郷
土
芸
能
が
披
露
さ
れ
て

き
た
。
霞
ヶ
浦
の
歴
史
と

文
化
の
象
徴
で
あ
る
八
月

一
六
日
開
催
の
あ
ゆ
み
祭

り
復
活
へ
見
直
し
願
う
声

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

1
)
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
法
令
順
守
の
市
政
運
営
に
つ
い
て
伺
う
。

①
中
学
校
傷
害
事
件
ー
い
じ
め
防
止
条
例
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
つ
い
て

6
月
い
じ
め
防
止
条
例
1
5
.
1
6
.
1
7
.
1
8条
に
関
わ
る
一
般
質
問
及
び
緊
急
質
問
の
回
答
に
つ
い
て

一
、
い
じ
め
防
止
条
例
の
重
大
な
事
態
と
し
て
、
対
象
案
件
と
し
た
の
は
い
つ
か
伺
う
。

（
当
初
は
事
故
と
し
て
、
後
に
傷
害
事
故
と
し
て
扱
っ
て
い
る
経
過
と
理
由
）

二
、
傷
害
事
件
が
あ
っ
た
以
前
の
こ
と
に
つ
い
て
調
査
確
認
作
業
を
伺
う
。

・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
経
過
と
対
策
、
検
討
体
制
に
つ
い
て
伺
う
。

•
1
0月
刃
物
事
件
と
対
策
に
つ
い
て
、
経
過
と
対
策
、
検
討
体
制
に
つ
い
て
伺
う
。

三
、
い
じ
め
防
止
条
例
17条
の
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

四
、
い
じ
め
防
止
条
例
18条
の
発
動
に
つ
い
て
伺
う
。

②
公
務
員
法
違
反
の
平
成
30年
4
.
2
7採
用
事
件
に
つ
い
て
問
う
。

l
)
履
歴
書
※
記
入
上
の
注
意
4
に
つ
い
て

採
用
事
務
の
履
歴
書
職
歴
欄
看
過
か
、
採
用
申
込
者
の
履
歴
書
虚
偽
記
載
か

2
)
当
市
の
採
用
シ
ス
テ
ム

（
特
別
職
ー
行
政
職
に
よ
る
第
3
次
面
接
等
）
に
つ
い
て
伺
う
。

③
法
令
順
守
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
基
本
に
し
た
市
政
へ
、
市
長
等
特
別
職
の
政
治
倫
理
条
例
の
制

定
の
緊
急
性
に
つ
い
て
問
う
。

2
)
市
農
村
部
交
通
不
便
地
帯
の
公
共
交
通
に
つ
い
て
伺
う
。

（
交
通
会
議
に
お
け
る
事
務
担
当
者
発
言
、
請
願
趣
旨
採
択
と
付
帯
決
議
の
今
後
の
対
応
）

①
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
存
続
と
制
度
拡
充
を
求
め
る
3
2
0
0名
を
越
え
る
請
願
署
名
の
趣

旨
採
択
と
付
帯
決
議
に
対
し
て
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

②
6
.25交
通
会
議
に
お
け
る
県
制
作
企
画
部
の
質
問
に
対
す
る
事
務
局
員
の
回
答
に
つ
い
て
問
う
。

③
農
村
部
交
通
不
便
地
帯
の
公
共
交
通
あ
じ
さ
い
号
の
運
行
停
止
措
置
に
つ
い
て
問
う
。

3
)
か
す
み
が
う
ら
市
立
地
適
正
化
計
画
ー
神
立
駅
周
辺
都
市
計
画
の
整
備
に
つ
い
て
伺
う
。

①
立
地
適
正
化
計
画
と
東
口
歩
行
者
専
用
道
路
工
事
実
施
（
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
）
の
関
連

性
に
つ
い
て
伺
う
。

②
神
立
駅
周
辺
の
田
園
都
市
整
備
計
画
に
お
い
て
検
討
す
べ
き
課
題
に
つ
い
て
問
う
。

五
8
十
時

一
番

H

設
楽
健
夫

一
般
質
間
の
内
容
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出
島
十
ヶ
村
広
域
事
業

「
水
田
酪
農
の
歩
み
」

轟
鷹
＋
ケ
村
と
霞
ヶ
浦
揚
水
事
業
出
島
土
地
改

一人

戸
谷
馨
次
攀
」

に
再
録
し
ま
し
た
が
、
こ
の
事
業
は
水

ー

。

創

霰

へ

と

遭

み
ま
し
た
。

e

綸

ー

iに
取
り
組
ん
だ
記
録

「畑
が
水
田
に

な
る
が
l

と
苦
.
し
た
開
田
、

そ
の
組
織
に
つ
い
て
採
録
し
て
ま
い
り
ま
す
。

順
後
U
年
、
農
地
解
放
に
よ
り
一
戸
―
町
五
反
歩
か
ら
二
町
歩
の
自
作
農
が

重
生
し
雪
晨
活
動
が
懸
命
に
に
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
水
田
酪
農
の
営
農

を
纂
書
上
げ
て
き
た
新
生
集
落
も
開
拓
三

0
年
に
し
て
専
業
農
家
へ
の
耕
作

i
i

i
進
め
ら
れ
て
今
日

に
っ
て
い
ま
す
。
限
ら
れ
た
圃
場
を
整
備
し
、
こ
れ
か
ら
の
営
農
形
態
を

量
奮
上
げ
て
い
く
次
世
代
の
青
年
層
に
と
っ
て
、
又
土
地
を
提
供
す
る
人
々

の
・
明
G
エ
壌
を
作
る
こ
と
は
大
切
な
事
業
と
な
っ
て
い

ま
す
。

当
時

一
升
枡
牛
乳
四
〇

円
月
九
千
円
の
粗
収
入

と
な
り
現
金
収
入
を
も

た
ら
し
、
牛
の
踏
ん
だ

堆
肥
は
土
地
を
肥
や
し、

誓

に
目
を
向
け
る
に

至
っ
た
10

昭
和
二
五
年
に
は
乳

牛
四

0
頭
に
な
る
。

昭
和
三

0
年、

吉
田
寛
治
氏
は
飼
育

出
島
揚
水
の
水
を
前
に

管
理
に
研
究
熱
心
で
宇
し
て
、
水
田
の
造
成
を

都
宮
大
学
ま
で
九
四
否
す
る
か
し
な
い
か
の
重

余
を
自
転
車
の
ペ
ダ
ル

要
な
課
題
に
逢
う
着
し

を
踏
み
「
乳
牛
の
飼
育
た
。

と
経
営
」
の
著
者
で
あ
二
反
歩
の
耕
地
を
使

る
西
山
太
平
教
授
に
懇
っ
て
淵
水
試
験
田
を
造

ー

請。丑籍吐三だ竺一三`
＂

tt
□

ぃ`＂

出
島
揚
水
事
業
の
促
の
な
か
を
蛇
行
し
て
い
豚
鶏
も
急
激
に
増
え
た
。
較
審
査
を
お
願
い
し
た
。

つ
て
み
た
。
結
果
は
必

進
を
訴
え
て
、
出
島
地

一
た
道
な
き
道
も
、
開
墾
酪
農
の
導
入
者
は
吉
同
教
授
は
交
通
費
の
み
ず
し
も
希
望
を
持
て
な

区
全
開
拓
者
に
呼
び
か
の
進
む
に
つ
れ
て
道
ら
田
寛
治
氏
だ
っ
た
。

で
3
回
来
組
合
さ
れ
た
。
い
こ
と
は
無
か
っ
た
。

け
一
日
も
早
い
完
成
を
し
い

（ま
っ
す
ぐ
な
）

（

後
に
出
島
村
議
員

議

お

礼

は
落
花
生
等
の
農
畑
地
を
水
田
に
変
え

願

い

尽

力

し

て

き

た

新

道

に

な

る

も

依

然

雨

で

長

を

歴

任

）

産

物

で

あ

っ

た

。

て
い
く
整
地
と
労
力
と

生
開
拓
農
協
は
、
開
墾
も
降
れ
ば
泥
澤
と
化
し
吉
田
寛
治
氏
は
昭
和
昭
和
二
六
年
六

0
頭
、
時
間
の
問
題
、
豊
葦
原

の
終
了
に
よ
り
得
た
余
道
路
工
事
は
年
中
工
事
一
―
年
ニ
―
歳
で
渡
満
、
二
八
年
八
〇
余
頭
、
当
瑶
穂
国
以
来
の
神
秘
的

力
を
割
き
、
開
拓
道
路
で
あ
っ
た
。

入
植
。
満
州
開
拓
で
は
時
の
土
浦
酪
農
協
同
組

な
生
命
源
で
あ
り
、
陸

等
閑
視
さ
れ
て
い
た
牛
合
が
扱
う
乳
量
の
―
-
＿
分
稲
の
比
で
は
な
い
。
龍

＼

の

一

を
新
生
組
合
が
出

ケ
崎
市
周
辺
で
小
規
模

疇
つ
[
名
A
"｛
凸
平
―

p[5--.聾裟
空
1
-
を
飼
う
農
業
を
[
イ

昭
和
二
四
年
二
五
年
益
の
薄
い
畑
作
農
業
は
二
八
頭
か
ら
の
乳
牛
を
荷
し
て
い
た
。
土
浦
酪
浅
井
戸
を
利
用
し
た
開

の
記
録
す
べ
き
は
、
大
早
晩
改
め
な
く
て
は
、
扱
っ
た
。

農
も
茨
城
県
下
で
一
日
田
の
視
察
も
行
っ
て
や

窒
治
の
導
入
、
特
に
乳

一
と
考
慮
し
て
い
た
。

昭
和
ニ
―
年
に
引
揚

平
均
七
万
k
g集
乳
す
や
自
信
も
得
ら
れ
た
。

牛
の
導
入
で
あ
っ
た
。

家
畜
の
導
入
は
、
開
げ
、
現
在
地
新
生
集
落

る
酪
農
組
合
に
な
り
、

昭
和
33年
9
月
新
生

将
来
の
営
農
方
針
を
墾
が
終
わ
っ
て
耕
地
が

一
に
入
植
、
在
満
当
時
の

厚
生
大
臣
賞
を
受
賞
す
開
拓
臨
時
総
会
を
開
催
、

衆
議
一
決
、
開
田
費
用

水
田
経
営
に
置
く
か

、

拡

大
さ
れ
堆
肥
の
確
保
牛
飼
農
業
を
忘
れ
ら
れ
る
に
至
る
。

薗

を

中

心
と
す
る
か

の
上
か
ら
も
切
実
に
要
ず
草
の
乾
燥
作
業
を
始
昭
和
五
＿
年
飼
育
す
は
借
入
金
と
県
補
助
金
、

と
い
っ
た
明
確
な
方
針

望

さ

れ

た

。

め
る
。

る
乳
牛
は
四
六
四
頭

村
補
助
金
、
10月
に
実

牛
二
六
四
頭
計
施
に
踏
み
き
り
、
千
葉

＿
八
頭
、

産
乳
量
も

県
稲
毛
開
拓
公
社
か
ら

は
出
て
い
な
か

っ
た
。

入
植
当
時
兎
二
羽
、
昭
和
二
三
年
六
万
円

育

成

し
か
し
労
多
く
し
て

収

二

四

年
乳
牛
七
頭

、

で

一

頭

の
乳
牛
を
購
入
。
七―

一
日
平
均
六
三
六
七
k

組
合
員
も
あ
っ
て
、
今

g
と
飛
躍
的
に
増
大
し
昔
の
感
深
い
も
の
が
あ

て
い
た
。

二
戸
で
生
育

っ
た
。

牛
六

0
頭
を
飼
育
す
る

し
た
。開

41年
度
九
十
三

町
六
反
に
達
し
、
五
千

三
百
俵
の
販
売
を
達
成

し
た
。

更
に
乳
牛
の
飼
育
頭

数
が
増
加
す
る
に
つ
れ
、

＇
の
自
給
強
化
を

2
0
tの
ブ
ル
ト
ー
ザ
を
陸
田
に
求
め
、

百
％
の

借
り
入
れ
、
堀
起
、
床
裏
作
利
用
が
な
さ
れ
た
。

締
め
、
漏
水
防
止
整

こ
れ
は
、
こ
の
開
拓

地
、
経
費
は
一
反
歩

地
が
陸
田
造
成
に
よ
っ

一
万
四
千
円
。

て
、
米
と
酪
農
を
柱
と

33年
度
内
に
10町
歩

す
る
水
田
酪
農
の
基
礎

を
開
田
、

34
年
度
に
初

を
固
め
た
こ
と
を
示
し
、

田
植
ス
、
県
農
業
改
良

こ
の
段
階
で
新
生
農
協

普
及
員
の
適
切
な
指
導
、

の
性
格
が
決
定
づ
け
ら

夏
の
草
取
り
、
秋
の
収

れ
た
。

穫
を
待
っ
、
夏
の
出
穂
、

◎
昭
和
42
年
2
月
調
査

秋
口
に
稲
穂
が
頭
を
垂
（
入
植
20年）

れ
る
。

「
稲
穂
の
ず
っ
成
育
牛
2
6
0頭
、
育

し
り
重
い
稲
首
」
を

か

成

牛

2
0
0頭
、
一

戸

か
え
て
歓
喜
に
胸
を
躍
平
均
6
頭
飼
育
年
間
原

ら
せ
た
。
多
い
と
こ
ろ
乳
販
売
量
l
l
1
0万

で
は
初
年
度
に
7
,
8

k

g
、

俵
の
収
穫
が
有
り
稲
作
乳
質
改
善
冷
却
施
設
全

栽
培
は
成
功
し
た
。

戸
設
置
完
了

「
完
成
時
に
お
け
る
営

◎
昭
和
36年
（
入
植
15

農
計
画
」
は
変
更
無
し
、
周
年
）
米
倉
庫
と
集
荷

経
済
的
基
礎
の
確
立
を
所
の
建
設
、
米
倉
庫
建

期
し
、
農
業
経
営
の
安
坪
75坪
大
谷
石
造
り
、

定
化
を
計
る
た
め
に
引
集
荷
所
56坪
鉄
筋
コ
ン

き
続
き
陸
田
を
造
成
し
、
ク
リ
ー
ト
造
り
が
建
設

組
合
員
の
特
性
を
活
か

さ

れ

た

。
（以
下
次
号
）

し
た
生
産
性
の
増
加
と

労
働
生
産
性
の
向
上
に

努
力
し
将
来
に
非
常
に

明
る
い
光
明
を
見
い
だ

•
f
-
l
a

ュ
n

.

可
r
,

竺
•
u
4
-―
-
．
疇
3
-―

「出
島
用
水
支
線
保
全
会
」

も
次
号
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
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